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本建物では省エネルギーにおいて一
つ大きな目標があった。それは「エ
ネルギーコストを既設建物より30%削
減する」というものである。
この目標を達成する為、現状のエネ
ルギー使用状況を分析した上で、「エ
ネルギー源の統合」、「照明エネルギー
の低減」、「太陽光発電によるエネル
ギー供給」、「電力基本料金の低減」
の対策を考案した。

●エネルギー源の統合
エネルギー源を電気のみに統合する
ことでエネルギーコストの削減を
図った。空調機、給湯器及び厨房機
器を全て電気式に統一することで、
電化厨房特約、空調システム特約及
び蓄熱調整特約の各種特約を適用し、
全体として総合電化特約を適用した。

●照明エネルギーの低減
今回特に照明点滅制御方法を検討し
た。生徒が廊下を使用する主な時間
帯は登校時、休み時間及び放課後で
ある為、それ以外の時間帯には極力
廊下の照明を消灯する制御とした。
中学校のフロア、高等学校のフロア
及び共有フロア（特別教室等）等に
分類して、それぞれに合わせたタイ
ムスケジュールを組むこととした。
また、全生徒が下校した後の時間は
基本的に廊下の照明を消灯状態とし、
人感センサーにより夜間用照明が点
灯するよう工夫した。これらのスケ
ジュールは、学校特有の規則正しく
決まった運用方法だからこそできた
ことではあるが、今回計画して通常
よりきめ細やかな点滅制御を導入し
たことで、照明の電力消費を最小限
に抑えることができたと考えている。

● 太陽光発電によるエネル
ギー供給

本建物は、屋根面積が広く周囲に
高層建築物も無い為、太陽電池モ
ジュールの設置に適している。発電
による消費エネルギー削減の観点か
ら、太陽光発電設備を屋上折半屋根
に設置する計画をした。メンテナン
ス通路を確保しつつ屋根全面に発電
出力計120kW分の太陽電池モジュール
を設置した。

●電力基本料金の低減
年間最大使用電力値を抑えること
（ピークカット）で電力基本料金を低
減させることも有効と考え、電力の
ピークカット手法を提案した。いく
つかの手法の比較により、イニシャ
ルコスト、運用の容易性及び効果に
優れる電力デマンド監視システムを
採用することとなった。これは受変
電設備に電力監視装置を設置し、そ
の測定電力が一定値を超えた際に中
央監視設備が警報を発報した後、職
員が空調集中リモコンにより共用部
空調機を停める、など人為的に省エ
ネルギーを促すよう計画したシステ
ムである。

●エネルギーコスト検証
今回の計画の省エネルギー性につい
て、建替前、建替後のエネルギーコ
ストの比較により検証した。初め
に、年間最大使用電力値による検
証を行った。建替前の実績値とし
て、10ヶ月間の記録における最高使
用電力値は520kWであった。建替後
の校舎は建替前と比べ規模が大きく
なっており、省エネルギー性を対等
に比較する為、最大使用電力値に面
積比を乗じて計算すると、930kWと
なった。これに対し建替後の実績値
として、10ヶ月間の記録における最
高使用電力値は720kWであった。今
回、建物規模が大きくなった為、以
前よりも消費電力は大きくなってい
るが、面積比率を考慮して考えれば
エネルギー効率は 2割以上改善され
ていると言える。また、エネルギー
コストの比較を行った。まず、建替
前の実績値として、10ヶ月間の使用
電力量記録を確認し、累計使用電力
量は 606,700kWhであった。最大使用
電力同様、校舎の面積比率を乗じる
と、1,080,000kWhとなる。次に、建替
後の実績値として、10ヶ月間の使用
電力記録を確認し、累計使用電力量
は988,400kWhであった。面積当たり
の使用電力量で見ると削減効果は10%
弱程度であるが、エネルギーコスト
の算出に当たっては、さらに、最大
使用電力値による電力基本料金の差、
各種特約適用による電力料金単価の
差、ガス使用料金による差が生じ
る。その結果、建替前、建替後のエ
ネルギーコストを比較すると、建替
前は3,732万円/年に対して、建替後
は2,695万円/年となり、概ね目標で
あった「エネルギーコスト30%削減」
を達成できた。

●まとめ
今回の目標だった「エネルギーコス
ト30%削減」は非常に高い目標であっ
たが、設備面及び運用面を考慮した
システムの創意工夫により、機能性
及び品質を満足しつつ達成すること
ができた。目標達成は、設備システ
ムによるものだけではなく、使用さ
れる学校関係者様の高い省エネル
ギー意識によるところが大きかった
と考えている。
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■青年技術者のことば

私は子供の頃、よく未来都市を想

像して絵を描くことを好んでい

た。そこに登場する建物は居住者

が快適に便利に暮らせて、かつ周

りの自然環境と共存し調和したク

リーンなイメージのものであっ

た。今実際に私が仕事としている

設備設計は、まさにこの頃の想像

の世界を体現し、地域社会に溶け

込み、その環境の中で人が快適に

活動できる機能性をもった空間を

つくるという使命を帯びたものだ

と感じている。建物の機能性の追

求、それは設備設計者の腕にか

かっているところが大きいと思

う。ただ、快適性・利便性を追求

していくとエネルギーの問題が出

てくる。利便性の向上と省エネル

ギーは相反しがちであるが、これ

をバランスよく、効率的に組み立

てていくのも設備設計者の腕の見

せ所であろう。昨今の地球温暖化

やエネルギー不足などの問題を受

け、建築における省エネルギー対

策への取り組みは必須事項となっ

ており、私たち設計者にとっての

社会的責任でもあると考えてい

る。電気設備による環境問題への

取り組みは今後もさらに進化・多

様化していくことが予想される

が、私は設備設計者としてこれら

を積極的に取り入れ、提案・実現

していくことに努めたい。
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開明中学校・高等学校におけるエネルギーコスト削減
～ランニングコスト30%削減への取り組み～

図-1　建物外観

図- 2　太陽電池モジュール

図- 3　使用電力記録の比較
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図- 4　エネルギーコスト比較
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